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要約
　本研究は、4 ～ 6 歳の幼児を持つ養育者を対象に、養育環境が子供の食行動に与える影響について検討することを目的と
した。




　調査は 845 人から回答を得て（回収率 50?4％）、有効回答数は 766 人（有効回答率 45?6％）であった。養育者の捉える食
行動の問題数は、1 人平均 2?46 ± 2?28 個、食行動の問題には性差が認められた。さらに、食行動の問題について、因子分
析で抽出された 3 因子「偏食と食事中の行動」、「食事環境への固執性」、「食べ方の特徴」を用いて ???? の各 13 項目につ
いて性別を共変量として共分散分析を行った。その結果、食行動の問題に影響する ???? 項目は因子によって異なっていた。

















平成 27 年度の乳幼児栄養調査結果 3? では、子供の食事
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供自身の情緒 4? や発達 5?、健康 6? および養育者の態度













　対象は、? 県 2 市において研究協力の同意が得られ





























































10 月 16 日付 ?2358）。
Ⅲ 研究結果
1．対象者の属性
　調査協力が得られた 845 人（回収率 50?4％）のうち
欠損項目があった 79 人を除外した 766 人（男児 421 人、































なされた ? 図１）。したがって、3 因子に限定して再度
表 1．対象者の属性
表 2．母親が捉える食行動の問題
表 2 母親が捉える食行動の問題         （N＝766） 






1． 特定の食べ物を食べたがらない（偏食） 166（39.4） 141 （40.6） 0.12 
6． じっと座っていられない、立ち歩く、気が散る 148（35.2） 101 （29.1） 3.18
16．食事中おしゃべりが多く、なかなか進まない 126（29.9） 101 （29.1） 0.06 
13．自宅では食べないが、通園では 食べる、あるいはその逆 98（23.3） 86 （24.8） 0.24 
3． 口にいっぱい詰め込んでしまう 97（23.0） 46 （12.4） 14.47**
4． よく噛まないで飲み込む、時々つまりそうになる 77（18.3） 37 （10.7） 8.75**
11．いつも同じ食べ物を食べたがる 84（20.0） 63 （18.2） 0.40
8． 特定の調理法の食べ物を好む 64（15.2） 50 （14.4） 0.10 
2． スプーン、フォークや箸がうまく使えない 51（12.1） 23 （6.6） 6.57* 
5． いつまでも口にためて、なかなか飲み込まない 46（10.9） 53 （15.3） 3.20 
14．決まった時間に食べられない 44（10.5） 36 （10.4） 0.00 
18．一度食べたものを口から出す 25（5.9） 10 （2.9） 4.09* 
7． 水分ばかり摂り、固形食をあまり食べない 18（4.3） 13（3.7） 0.14 
10．いつもと違う人がいると食べない 13（3.1） 10 （2.9） 0.03 
15．食事中よく泣いたり叫んだりする 12（2.9） 17（4.9） 2.20 
9． いつもと違う場所だと食べない 11（2.6） 6 （1.7） 0.69 
12．食器（皿、コップ、フォークなど）が違うと食べない 2） 4（1.0） 5（1.4） 0.40 
17．食事時間中、攻撃的である 2） 4（1.0） 4（1.2） 0.08 
1）χ2検定 *：p < 0.05、**：p < 0.01 
2）Fisher の直接法 
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表 1 対象者の属性    =
項目 N （％）
性別 男児 421 （55.0）  
女児 345 （45.0）  
年齢 4 歳 147 （19.2）  
5 歳 381 （49.7）  
6 歳 238 （31.1）  


















家族構成 核家族 591 （77.2）  
祖父母同居 113 （14.8）  
母子・父子家庭、他 62 （8.0）  
きょうだい     あり 623 （81.3）
        なし 43 （18.7）
所属施設 保育園 631 （82.4）
幼稚園 134 （17.6）
 その他 1 （0.1）  
母親の職業 有職 595 （77.7）  














































表 3 食行動の問題の因子分析による因子負荷量       （N＝766） 
項  目 







11．いつも同じ食べ物を食べたがる 0.599  
13．自宅では食べないが、通園では 食べる、あるいはその逆 0.599   
8． 特定の調理法の食べ物を好む 0.543   
1． 特定の食べ物を食べたがらない（偏食） 0.505   
14. 決まった時間に食べられない 0.396   
6． じっと座っていられない、立ち歩く、気が散る 0.393  
5． いつまでも口にためて、なかなか飲み込まない 0.326   
7． 水分ばかり摂り、固形食をあまり食べない 0.320   
16．食事中おしゃべりが多く、なかなか進まない 0.270   
15．食事中よく泣いたり叫んだりする 0.162   
10. いつもと違う人がいると食べない 0.892  
9.  いつもと違う場所だと食べない 0.611  
12．食器（皿、コップ、フォークなど）が違うと食べない 0.224  
4.  よく噛まないで飲み込む、時々つまりそうになる  0.668 
3． 口にいっぱい詰め込んでしまう  0.533 
18. 一度食べたものを口から出す   0.264 
2． スプーン、フォークや箸がうまく使えない  0.219 






























? 週」と「3 ～ 4 回 ? 週」との間において有意差が認め
られた（??0?05）。第 3 因子では、「めったにない」と、









「めったにない」と「1 ～ 2 回 ? 週」、および「1 ～ 2 回
表 4．育児環境項目別、食行動の問題（I因子：偏食と食事中の行動）平均因子得点(SD)の共分散分析 
1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

























































































































































































































































































































2.208 0.066 1.349 0.246 0.665 0.617







1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 
項目  N 平均値（SD） ICCE1)
F 





















































































































































































































































































































0.548 0.700 0.024 0.878 0.430 0.787
表 5．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）平均因子得点 (SD) の共分散分析




1）育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 
項目  N 平均値（SD） ICCE1)
F 





















































































































































































































































































































1.573 0.180 5.418 0.020 1.501 0.200
2）共変量：性別 
表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較 




項目 N 男児 N 女児 





























表 6．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）平均因子得点 (SD）の共分散分析2） 共変量：性別 
表 5．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）平均因子得点(SD)の共分散分析 
Index of Child Care Environment；ICCE） 
項目  N 平均値（SD） ICCE1)
F 

















































































































































































































































































































0.548 0.700 0.024 0.878 0.430 0.787
  
表 6． 項目別、食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）平均因子得点(SD）の共分散分析 
1）育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 
項目  N 平均値（SD） ICCE1)
F 
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1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 
  
項目 N 男児 N 女児  



























0.703  0.590  
* * *
表 8．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 
  
項目 N 男児 N 女児  





































項目 N 男児 N 女児 































1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 
  
項目 N 男児 N 女児 
平均値 （SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ 
1 めったにない 
2 1 3 月
































項目 N 男児 N 女児 











0.81 (2. 1) 
-0.19 (0. 3) 
-0.16 (0. 8) 
0.39 (1.69) 
-0. 2 (0.85) 






-0.14 (0. 6) 
0.36 (1.54) 
0. 4 (0.95) 
-0. 2 (0.80) 
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